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階
級
鬪
爭
說

.に
於
け
る
マ
ル

.ク
ス

2
其
の

^
||
^

. 

, 

平井

rf.

凡
そ
"

マ
ル
ク
シ
ズ
ム
の
體
系
中
、
就
中
異
說
：區
々
e

し
て
、
毀
#

褒
贬
：相
半
ば
す
る
も
.の
階
.級
鬪
爭
說
に
莽
く
t 

も
の
は
無
い
で
あ
ら
，
。
而
し
て
其
の
之
あ
气
廁
ょ
今
マ
ル
ク
ス
及
び
エ
：
ン
ゲ
/-

ス
が
其
生
前
、斯
說
に
11

す
る
系 

統
的
敍
述
を
與
え
す
"
又
其
諸
著
中
に
现
ば
れ
た
る
斷
片
的
用
語
章
句
の
適
5

多
様
多
岐
に
し
て
、
其
眞
;t
ff
i
ff
i

®
律 

澀
な
る
こ
ど
に
其
資
の1

半
を
®

せ
ざ
る
可
か
ら
す
ミ
す
る
も
"

而
も
他
方
斯
說
を
論
評
す
る
者
が
、
多
ぐ
は
、

«
 

間
の
傅
統
的
臘
說
を
固
執
し
て
"
：吏
に
積
極
的
轮
盤
、
究
明
の
#

を
執
ら
中
動
{

も
す
れ
ば
遽
..に
嘲
殺
的
態
度
に
出 

で
ん
ミ
す
る
の
事
實
に
出
る
こ
S

®

に
遙
か
に
大
な
る
事
：

を
！！

め
：f

る
を
得
な
い
の
で
：®
る

。

愛

：
に

於

，
い

'て
か
、
斯
：
 

か
.る
迷
論
臆
說
を
排
し
て
、>

 

V

ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
所
論
の
»

意
を
詮
擊
、
：確
定
：し
斜
て
彼
等
の
所
_

階
：級
調
f
 

說
の
本
質
を
闡
明
し
な
け
れ
ば
S

ら
な
い
。
愛

に
v

^
cr
G
c
h 

f

CJ
r s

o
z
k
y
o
g
i
e
;
,

 

h
r̂
,

 

v. ,
o
o
t
t
f
d
e
d

 

S
a
l
o
m
o
n
.

 

I
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B
d
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に
收
錄
せ
ら
る
る
^
.̂

日
0,
11
 

C
u
n
o
w
0
—
*
N
u
r
G
e
s
c
h
.
c
h
t
e

 

d
e
r

 

K
l
a
s
s
e
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k
a
m
p
f
t
h
e
o
H
e

 

を
^p

:

し
* 

併
て 

一
ニ
の
：蛇
足
を
加
.
へ
し
筆
者
及
獲
：心

も

之

あ

る

(-

他
な
6
:ぬ
0

因
は—

' 

.筆

者
«

、

必
ネ
し
：も

掘

ぐ

愿

著

者

の

爲 

解
に
服
す
る
も
の
に
非
ざ
る
旨
を
：附
記
し
て
置
ぐ
o
: 

.

笫

ニ

十

卷

(
5

0
1

.〕

階
級
闘
#

說
U

於
け
る
マ
ヤ
ク
.
ス

墓

：の
，先
驢
者 

辦
八
號
' 

<
三
：



谘

ニ

十

粉(

ー
0
〇
ニ)

階
.級
圆
爭
說
に
於
け
る
マ
か
ク
ス
ミ
其
の
先
職
者 

第
八
號 

八
四 

;

菩
人
は
先
づ
マ
ル
ク
ス
の
階
級
鬪
爭
說
に
關
し
て
、
巷
間
所
說
の
如
何
に
深
き
迷
妄
：に
陷
れ
る
か
を
指
摘
し
て
見 

度
い

^
俎
ふ
。
._

吾
々
は

"
殊

M
勞
働
漭
に
資
本
家
に
對
す
る
利
害
對
立
の
念
を
深
く
さ
せ
て
、
資
本
家
に
對
す
る
勞
働
者
のg

爭

を
敎
睃
せ
ん
ど
の一

念
が
ら
、
階
級
闘
爭
說
は
マ
ル
ク
ス
の
發
見
で
あ
る
なW

ど
書
&

立
て
て
ゐ
る
政
治
的
出
版
物

0
少
な
く
な
い

_
を
認
め
る
。
彼
等
の
見
る
所
に
依
れ
ば
、
階
級V

か
、
特
殊
の
階
級
的
利
害
等
は
存
在
す
る
も
の

で
は
な
い
。
成
程
、
職
業
別
、
身
分
並
に
之
に
關
連
す
る
位
踏V

言
ふ
も
の
は
あ
る
が
、
併
し
乍
ら
特
に
階
級
，？
言
ふ

も
の
は
存
在
し
な
い
。
蓋
し

9
通
例
階
級
ど
稱
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
は
決
し
て

> 
統
一
的
な
も
の
で
も
な
け
れ
ば
又

包
括
的
の
も
の
で
も
な
い

か

ら

0

所
謂
階
級
の一.
員
ミ
雖
も
多4

れ

、

少

な

か

：
れ

共

：
通

：
の

.利
害

.の
他
に
、
多
ぐ
の
個

.

人
的

"
職
業
的
、
政
治
的
利

#
を
持
て
居
て
、
是
等
の
利
害
が
却
て
所
謂
階
級
的
利
害
ょ
り
も
、
彼
等
の
生
活
に
對
し

て
重
大
な
意
義
を
持
て
ゐ
る
の
を
常
ビ
す
る
。
加
之
是
等
の
利
害
：は
屢
丨
相
互
，.に
相

.交
错
し
て
何
人
がI

定
の
階
級

に
酈
し
て
ゐ
る
か
を
決
定
す
る
の
は
寧
ろ
闲
雛
な
位
で
あ
る
。
例
之
工
場
に

.於
け
る
高
給
め
職
工
長
の
如
く
、
自
ら

は
肉8

的
勞
働
を
營
ま
な
い

.が
他
の
勞
働
考
に
勞
働
を
配
布
し
、
之
が
監
瞥
の
任
に
當
れ
る
者
を
勞
働
者
階
級
.に
加

へ
る
^
が
出
來
る
で
あ
ら
ぅ
かV

而
し
て
大
地
主
の
階
級
は
如
何
で
あ
ら
ぅ
か
。
幾
何

.の
所
有
地
と
家
畜vj

を
持
て

ば

"
普
通
の
農
夫
で
も
大
地
主
に
な
れ
る
だ
ら
ぅ
か
、
縱
令
一
定
の
所
有
地
を
持
て
ゐ
る
農
夫
を
大
地
主
に
加
へ
て

も

*
而
も
其
の
食
偾
の
秫
類

"
土
地
の
位

it
、
交
通
及
び
販
赂
の
關
係
か
ら
し
て
、
相
瓦
に

.全
く

興

つ

た

利

益

$:
持
 

1

1

1
てゐるを窮過し

.て
は
な

-
な̂
いV 」9:

.
\|̂
.
.>

1|
|>
ロ

1̂
3
:̂

1 

ea-
b
- 

-

U
1
-S1-、-

.户
 

H

-
1

以
上
£

へ
し
か
如
き
論
據
か

ら

、

.彼
等
は
常
に
次
の
如
く
論
を
結
，ん
で
諝
ふ
マ
ル
ク
ス
及
び
其
ー
味
の
«
念
す
る 

が
如
念
階
級
は
存
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。
階
級
^
は
斯
く
て
一
個
の
想
定
物
で
あ
る

o
其
故
に
マ
ル
ク
ス
の

㈱
® 

闘

^
說
は
、
支
持
す
可

.か
ら
ざ
る
假
定

0 .
上
に
恶
け
る
も
の
で
あ
る
マ」

'0
,

斯
稱
の
見
解
は
、
社
會
組
織
を
硏
究
せ
る
經
濟
學
的
社
會
學
的
著
作
の
裡
に
も
之
を
散
見
す
る
事
は
決
し
て
珍
し 

い
事
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
是
等

.の
著
書
^
:
雖
も
勿
論
歷
史
の
經
過
ヒ
共
に
、
分
業
、
職
業
別
、
財
產

.並
に
所
得
.の 

分
配
に
基
し

.て
、
階
級
が

#
成
せ
ら
る
、
事
を
咨
定
し
な
い
が
，
併
し
乍
ら
階
級
を
以
て
全
ぐ
、
漫
然
不
確
定
の

# 

成
物V 」

な
し
、
其
成
員
相
互
を
結
合
せ
る
階
顧
的
利
害
の
：如
き
は
、之
を
糜
史
的
發
鹿
の
上&

ら

ia
れ
ば

、
_
,
般
社
會 

的
、
國
政
的
和
番
に
比
し
、
殆
んV 」

顧
慮
す
る
に
足
り
な
い
底
の
も
の
で
あ
る
ミ
做
し
て
居
る
。
彼
等
以
爲
ら
ぐ
、

力 

1
ル
•
マ
ル
ク
ス
が
共
產
黨
宣
言
の
中
で
、『

凡
て
旣
往
の
歷
史
は
：階
級

_
爭
の
：歷
史
で
あ
る』

せ
言
て
ゐ
る
の
は
，

0 

史
的
事
實
を
全
然
誤
解
せ
；る
も
の
で
あ
る
ど
。
成
程
、
旣
独
を
顧
れ
ば

> 
風
に
古
代
希
臘
及
：び
羅
梅
に
於
い

.て
は
、

一
#
の
階
級
圓
邻
は
あ
つ
た

"
併
し
乍
ら
、
霞

民

の

.歷
史
的
發
展
：の
跡
を
通
觀
す
る
時
は
、
階
級

•

_は
、
a
に 

第
二 

_的
の
役
割
を
力
め
た
に
過
ぎ
る
の
み
な
ら
ず
而
も
又
階
級
職
爭
の
結
果
は
し
て
社
會
の

■
步
を

if
も
さ
へ 

す

寧
ろ
社
會
生
活
の
完
金
な

.る
混
亂
を
誘
致
せ
し
の
み
で
あ
つ
た
。，
麗

の

下

層

®
級
を
：抑

!®
し
、
以
て

Ke
等
の

 ̂

級
闘
爭
を
煽
唆
し
て
も
、
社
會
の
改
造
史
新
が
行
は
れ
ざ
る
こ50

は
：固

I

然
の
數
で

t

-
況
し
て
積
極
的
雜
設 

の
創
造
お
や
、
唯
.ぃ
撒
ら
さ
る
る
も
の
は
獨
々
社
會
の
破
壤
あ
，る
の
み
，で
あ
る

:̂
。

或

は

:9
1
ふ
マ
ル
ク
ス
が
ノ
階
級
鬪
带
を
政
權
揽
取
の
手
段

£
し
て
勞
働
者
階
級
に
推「

擧
し
：た
の
は
、
只
管
.、
資

. 

本
家

•に
對
し
て
勞
働
者
を
*
唆
し
以
て
戰
鬪
部
隊
を
組
織
せ
ん
ヒ
の
政
治
的
野

心

に

基
ぐ

も

の

で

あ

る

。̂

這

般

の

笫
ニ
.十

盤

(

1
0〇
三)

.
0
0
0
0
0
^
 ̂

.

第
、
號

八

耳



笫
ニ
十
卷

c
l〇
〇
.四)

階
漱
_
爭
說
に
於
け
る
マ
>
ク
ス
兌
其
0

先
離
者 

第

八

號

八

ふ

、
 

消
息
を
傅
ふ
る
好
適
例
は
グ
シ
チ
タ
フ
ー
シ
ュ
モ
ー
ラ
！
で

;*
る
。
彼
に
.

g

れ
ば「

マ
ル
ク
ハ
ス
は
ブ
ル
ジ
泊
ヮ
ジ
ィ
に
對
す 

る
僧
惡
か
ら
、
か
、
る
階
級
闘
爭
說
を
懷
抱
す
冬
に
到
れ
る
も
办
で
あ
る
，
即
^
狨
は
其
著
^

般
：國
a
經
濟
原
理j

 

— 

(

本
書
の
一
部
は 

一
A
一
八
年
其
夫
人
に
侬
て
4

社
龠
間
題
‘
階
級
構
成
"
勞
働
者
即
題
、
階
級
闘
爭』

な
る
機
題
の 

下
に
印
刷
さ
れ
.た)

に
於
い
て
論
じ
て
謂
ふ
、 

.

『

目
的
を
意
_
せ
る
階
級
精
神
を
助
成
す
る
こ
ど
は
"
若.
し
之
に
依
>

却
て
、
：狂
装
«

る
愔
藤
‘*
嫉
視
を
促
し
％
或 

は
他
階
級
S
の
友
；

g

的
關
係
を
破
壊
し
-
蔑
視
す
る
に
至
る
の
所
緣
ビ
な
ら
な
け
れ
ば
、
必
中
し
も
咎
む
可
&
も
の 

で
は
な
い
。

マ
ル
ク
ス
は
悲
觀
諭
者
で
あ
り
、
僧
#
の
傀
儡
で
あ
0

た)

彼
が
ブ
口
レ
タ
リ
ァ
の
不
滿
、
就
中
階
級 

的
it
避
を
助
成
せ
し
む
可
き
總
て
の
も
の
を
是
離
す
る
に
到
れ
る
所
以
の
も
の
は
4 

I

つ
'
に

彼

が

唯

だ

一

八

四

o
年 

ょ
り
一
八
六
〇
牟
に
到
る
英
闕
の
社
俞
狀
態
を
識
れ
る
の
み
に
て
、

5 1

に

獨

逸

：の
，社

龠

狀

態

を

究

め

す

、

彼

の

捣

想 

又
心
理
的
，
倫
理
的
、
政
治
的
基
礎
を
鄺
き
、
页
に
彼
の
精
神
が
總
ゅ
る
憲
法
史
0
機
槭
論_

じ
恒
：に
缺
<
可
か
ら 

ざ
る
平
和
の
廸
設
者
た
り
、
仲
裁
者
た
る
可
^
法
律
及
び.
公
的
權
力
に
無
：關
心
な
6
し
が
爲
め
で
あ
る
，
全
®
逸
社 

會
民
主
求
義.
の
遝
動
が
嫌
上
可
さ
情
熱
地
獄.
の
邪
遒
に
彷
徨
へ
る
所
以
の
原
因
は
*

一
 
方
に
於
い
て
、

マ
ル
ク
ス
の 

逐
客
的
猫
忌
"
彼
の
暴
君
的
僧
恧
、
，彼
の
熾
烈
な
：る
情
熟
：

y
j

他
方.
に
於
い
で
下
層
•
フ
ロ
レ
タ
リ
ァ
及
び
肓
目
的
«
動 

家
'の
^
獸
ど
撰
ぶ
無
&
m
暴
^
に
存
す
る』

.
'

予
の
M

る
所
に
依
れ
ば
多
數
の
社
#

學
者
を
導
い
て
、
隱
れ
た
る
マ
,

ク
ス
の
動
機
：を
忖
度
し
、
階
級
鬪
爭
並
其 

歷
见
的
發
垠
過
程
に
於
け
る
役
割
に
關
し
、
斯
か
る
淺
雜
固
陋
の
批
評
を
な
す
に
到
ら
し
め
た
談
謬
は
、
彼
等
が
之

，並

に

瞎

級

闘

举

觀

の

：歷

史

的

發

M

0

問

題

：を
全
 
<
 
度
外
視
し
て
ゐ
る
ビ
云
ふ
0
に
存
す
.る
。
t

し
乍
ら
*
予
の
見
る 

.
所
で.
は
斯
郴
の
淺
爾
な.
硏
究.
は
何
：れ
も
、
階
級
圖.
爭
は
決
しV

マ
ル
ク
，ス
の
發
見
e

«

ふ
事
，：は

出

來

な

い

/

マ

ル
f
 

..ス
は
踏
級
論
の
方
而
^

於
い
て
^
«

の
先
驅
渚
を
苻
し
是
等
の
先
驅
者
か
ら
多
く
の
^

想
を
#

り
入
れ
た
も
，の
で
あ 

る
事
を
證
明
せ
ん
ビ
欲
す
る
も
の
の
樣
に
瓜
は
れ
る
。

三

贫
常
の
雨
皓
級
並
に
支
®

"
被
支
配
の
兩
階
級
は
旣
に
古
代
國
：家
に
存
在
し
.て
居
た
。
而
し
て
是
等
兩
階
級
間
の 

闘
爭
は
當
時
の
史
實
に
決
し
て
乏
し
く
は
.な
い
0

併
し
乍
ら
是
等
階
級
間
の
；對
立
：が
如
何
に
顔
著

.で
あ
つ
た
か
、
將 

(

文
楚
等
处
階
級
構
成
並
：に
其
歷
史
的
基
礎
に
關
す
る
說
明
を
i

A

當
時
の
著
作
に
覓
む
る
も
徒
勞
で
あ
る
。
奴
隸
並 

;:に

國
政
i
.り
除
外
さ
れ
た
不
自
曲
な
る
市
民
の
存
担
.は
、.
.：自

然

の

所

與

で
*
:り
’

國
家
的
必
：然
で
ゐ
.
0、
f
t會
迮
活： 

〔

並
に
il
:
會
秩
序
に
缺
く
可
か
.ら
ざ
る
甚
礎
ぎ
看
做
さ
れ
て
居
た
。
蓋
し
負
族
及
び
.自

由

民

が

彼

等

s

生

計
，に
必I?
な 

い
る
勞
働
を
自
ら
營
ま
ざ
石
可
か
ら
ざ
'：る
も
の
.な
.

c
v
'
v

せ
ば
、
彼
等
が
、
國
家
及
：&
町
衬
0

政
務
に
鞅
掌
し
、
汛
祺
の 

を
■受
け
、
而
ヤ
國
務
を
顧
る
可
き
闕
暇
を
何
處
に
求
む
可
さ
で
あ
る
か
。

.
國

民

を

分

ち

て

、

支

：配

階

級

並

に

被

支

：配

踏

級

の

，區

別

%
設.
け
：
る

事

は

當

時

の

國

家

擧

者

：に

は

、

秩

序

め

る

國

象 

0
必
然
的
前
提
で
あ
る
^
考
ベ
ら
れ
'た
。

ァ

ソ

ス

ト

ー

十

ダ

す

ら

 
>
奴
隸
制
度
は
，
勞
働
雜
具
が
人
間
の
指
撖
を
埃 

な
ず
に
奴
隸
め
勞
務
を
營
む
®
を
：得
る
に
到
つ
て
始
め
て
撤
廢
せ
ら
る
ゝ
で
* .
ら
5
、
即
ち
、
梭
が
f

手
に
f

、 

..チ
‘テ
ル
が.
獨
り
手
に
奏
で
ら
れ.
冷
に
到
つ
て
始
め
て
驚
せ
0
る
、
'で
あ
£
ぅ
ゼ
信
じ
ヤ
居
た
事
は
人
の
知
る
通
々

で
あ.
、る
。 

:

;  

. 

■ 
- 
. 

■

热
一.r

十

饴

(

lo
D
五
，

)

，階
辍
闘
爭
說
'に'於
け
る
マ
^
ク
ス
这
其
0
盡

者

.

， 

第八
！！  

八
七.
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第
二
十
饴
•

(
一

〇
〇
六
.

)

階
級
闘
爭
說
It

於
父
マ
-
/I
/

グ
5
V

典
の
先
響
：

第
八
鹋

交

■m ;

'

加
之
當
時
の
人
々
は
諸
般
の
國
家
的
制
度
を
、
專
ら
人
間
の
资
性
、
及
び
能
力
の
表
视
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
と
な
し
、

從
て
又
奴
隸
制
度
を
以
て
人
性
の.
相
違
ょ
り
來.
れ
る
自
然
的
結
果
：

V

考
へ
た
。
奴
舞
は
>
無
：智
> 
低
劣
の
者
.で
あ
る 

、
？
#■
へ
ら
れ
た
。

•
フf

フ
ト
ー
及
び
ァ
タ
ス
ト
ー
ト
ル
時
代
の
兑
解
^

據
れ
ば
>
 

奴

：隸

が

奴

隸

.た

る

所

以

は

>
 

彼
が
劣
等
，
無
智
蒙
味 

で
f

v

半
獸
で
あ
る
か
ら.
で
，あ

る

？

。

併

し

卞

ら

此

見

解

は

.
、

奴

纖

の

：

|

部

に

：は

戰

帮

：

Q

捕
虜
が
あ
|

中

化

：は
； 

數
多
の
奥
士
や
、
故
國
の
政
事
に
活
動
せ.
し
人
士
が
あ
る
ビ
共
に
、
奴
隸
の
他
のI

部
ば
、
海
賊
に
捕
は
れ
て
、
賣 

質
さ
れ
た
人
々
で
あ
る
ヒ
言
ふ
事
實
を
指
摘
す
れ
ば
，
容
易
に
之
を
反
駁
す
る
事
M

出
來
た
辕
に
思.
は
れ
る
0
^
し 

乍
ら
斯
力
る
為
論
は
、
遂
に
殆
ん
ど
顧
み
6

れ
な
か
つ
た
。
ァ
ソ
ス
トー

ト
ル
は
其『

攻
治
學』

' (

第

一

卷

、
一
一
、
一
七

頁)

で
、
捕
虜
が
、
打
敗
か
さ
れ
て
、
補.
へ
&

れ
た
：の
は
、
勝
利
若
ょ
り
も
能
力
の
劣
れ
る
證
據
で
あ
る
1

張
し
て
、 

斯
か
る
®
論

を一

職

し

だ
；

奴
隸
自
鄭
も
乂
ァ
ク
ネ
の
有
權
市
民V

J.

间
樣
に
、
自
己
：の
地
位
を
今
日
の
被
抑
膽
階
級V

J

は
：全
ぐ
異
れ
る
立
場
か. 

ら
見
た
。
勿
論
當
峙
"

無
產
の
平
民
も
*
奴
管
同
じ
く
市
民
權
を
剝
奪
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
ど
感
じ
た
。
併
し_

 

ら
今
日
吾
人
の
；

2
^

®

級
意g

及
'ひ
階
級
述
帶
_
情
ヒ
名
忖
ぐ
る
も
の
は
缺
け
T

居
た
。
奴
隸
は
自
分
達
が
酷
使
せ 

ら
れ
た
ど
感
じ
て
、
此
處
彼
處
で
主
入
に
反
抗
し
た
が
併
し
乍
ら
彼
等
は
尙
未
だ
階
級
對
立
を
識
ら
な
か
つ
た
U

興 

故
に
狐
等
は
、
彼
等
の
敵
を
ば
全
體
の
上
流
主
人
階
級
ど
考
へ
な
い.
で

。

彼

等

を

虐

待

す

る

個

，々

の

主

V

で
あ
る
ヾ」 

考
へ
た
•

彼
等
の
反
杭
は
精
々
主
人
の
手
に.
擬
ら
れ
て
、
抑
酿
の
た
め
に
用
ひ
ら
れ
た
國
家
酿
ヵ
こ
身
し
て
句
ナ
ら

u
f
u
' \/ 

If,
 

I

. 

- 

_ 

-
k
p 

....

$
i
x
<
k
,
i
t
s
e
x
K
,
^

中

世

に

於

い

て

も

亦

、

國

家

は

：、

所

勸

下

層

の

身

分

が

上

流

の

.身

分

.に

從

ひ

、

上

.層

.の

身

分

は

又

.國

權

、

就

中

敎

 

會

の

.命

に

從

ふ

場

合

に

の

み

成

立

す

る

も

の

で

あ

る

y

の

見

解

が

一

般

に

行

は

れ

で

居

た

が

併
し
乍
ら
此

從

屬

關

係

 

を

自

然

に

^

:
乳

さ

れ

た

©

係

ビ

見

な

い

で

、
寧

ろ

#

の

與

ぇ

給

ふ

た

關

係

、
別

言

す

れ

ば

神

の

創

造

し

た

世

界

秧

序

の

 

一

部

で

あ

る

V

考

ベ

た

。

斯

か

.
る

見

解

の

前

提

如

.何

.に

關

し

て

は

.
加

特

.
ヵ

敫

會

最

太

の

頃

^

15

學
者
.ト
ー
マ
ス
•
ダ
 

キ

ノ

が

之

を

說

明

し

て

ゐ

る

。

簡

單

に

要

約

す

れ

ば

次

の

如

く

で

あ

る

、

即

ち

國

家

は

道

義

的

生

活

を

營

む

た

め

に

 

全

く

必

要

な

る

制

度

で

あ

夂

敎

會

に

次

い

で

人

間

最

高

の

協

同

^

活

で

あ

る

。

併

し

乍

ら

國

家

が

1

充

足

て

ふ

 

自

己

の

社

會

的

目

的

を

遂

行

す

る

た

め

に

は

分

業

及

び

驗

業

の

分

化

が

必

要

^

な

る

、

即

ち

必

然

的

に

國

家

の

中

に

，
 

不
快
、
苛
酷
、
汚
穢
な
勞
働
を
營
み
，
而
も
敎
養
無
き
が
故
に
國
政
並
.

に
市
政
か
ら
除
外
せ
&

る
：、
集
圈
が
存
在
し
. 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
气
併
し
乍
ら
其
韋
は
支
配
階
級
.
.が
所
謂『

卑
m

な
る
人
々』

を
自
已
の
M

ふ
儘
に
.處
理
し
得
る

墓
日
ふ
の
で
は
無
い
。
ト
丨
マ
ス
。
ダ
キ
ノ
R

據
れ
ば
ャ
彼
等
は
、.
敎

會

の

命

令

：を

泰

じ

て

、
•好

意

的

に

且

つ

疋

當

に

： 

進
退
し
た
の
で
あ
る
。 

'

是
等
の
見
解
が
、
斯
る
階
級
龃
織
に
對
す
る
被
支
亂
階
級
の
：反
抗
を
防
止.
せ
'
し
は
、
自
然
：の
數
で
あ
る
、
蓋
し
、 

斯
る
階
級
別
が
自
然
に
與
え
ら
れ
し
も
の
で
あ
-CN、

神

の

與

え

給

ひ

し

物

な

せ

ば

、
之
を
倣
廢
す
る
■
は
無
稽 

の
企
で
あ
る
。
縱
令
被
抑
腮
階
級
が
支
配
階
級
に
反
抗
し
て
も
彼
等
の.
恶
求
は
、
決
し
て
總
で
の
階
級
組
織
を
做
廢 

す
る
迄
^

は
薇
ら
す
、
I t
單
に
不
幸
を
除
去
し.

自
ら
も
亦
、
地
位
の
向
上
を
盟
ん
だ
に
過
ぎ
■
な
い
の
で
あ
つ
た
？ 

愛
に
吾
人
の
看
過
し
て
な
ら
ぬ
の
は
、.

當
時
の
身
分
並
k

職
業
別
：は
：、
今
H
'の.
階
級V

J

は
別
權
の
も
の
で
而
も
全 

ぐ
異
つ
た
社
會
的
生
活
：關
係
に
$

け
な
も
の
で
あ
る
ヒ
云
ふ
事
-
で
>
め
る
。
例
? :
手
エ
業
者
1£
,に
难
人

第

二

十

怨(

一
〇o

七)

階
紙
翮
爭
說11

於
け
る
マ
少
ク
スW

其
の
先
騮
者 

紙
八
號
：

、
、
.：



.

.

B

l

i

l

i

l

^

.

邊
■,着
邊
濃
！
8

f

,

e-疑

费

管

遞 
8

s

,fe
i
i
v̂f

» a

第11

十

卷

(

ー
〇
0

八)

階
級
闕
爭
說
！1
於
け
る
マ
か
ク
ス
す
其
0

先
齲
者 

第

八

號
.

後
者
は
決
し
て
親
方
階
_
ビ
全
ぐ
反
»

の
利
害
を
有
す
る
.階

級

で

は

な

い

。

職
人
階
_

«
«
ろ
親
カ
階
級
|:

_
:
る
ま 

で
の
過
渡
的
階
級
で
t

o

職

人

は

親

方

ヒ

蚤

く

違

：つ
た
生
活
：絛

件

®
下

e

生
淸
し
^

居
な
か
つ
た
。
、通
常
彼
は
親 

方
の
家
で
起
居
し
"

而
し
てI

定
期
間
"

職
人
ど
しv

働
い
て
'

纏
.て
は
»

方
.の
娘
^

結
：婚
し
て
，
親
方
の
仕
^
を 

承
け
繼
い
だ-C：

或
ひ
は
自
分
で
仕
事
を
興
し
た.CV

す
る
め
は
決
：し
て
珍
し
い
事
で
は
な
か
づ
た
.
今
日
大
工
锒
主
ビ 

勞
働
者
ビ
の
間
に
存
す
る
が
如
&

社
會
的
徵
隙
は
存
在
し
な
か
.つ
た
の
，で
ぁ
る
。

 

.

‘
中
世
末
■

の
'大
都
市
、
主
ヒ
し
て
商
業
都
市
.に
は
、
職
人
階
級
の
他
に
、
之
ょ
り
地
位
の
も
.う
ビ
低
い
純
粹
.の
，グ 

..ロ
レ
タ
リ
ァ
階
級
が
旣
に
存
在
し
て
ゐ
た
。
併
し
乍
ら
此
階
級
は
決
し
て
、
同
1

.0

經
營
に
從
事
し
て
、
特
殊
の
地
. 

位
を
有
す
る
統
一
的
集
刚
で
は
な
か
づ
た
レ
此
階
級
の
少
部
分
は
所
謂
•

『

不
正
な
るJ

營
業
に.

從
事
せ
る
體
樸 
<
 勞
働 

者
.か
ら
成
り
、
其
大
部
分
は
、
病
人
、
不
具
者
"
：乞
食
、，.勞
働
嫌
ひ
.の
寄
食
者
か
ら
成
^V、

何
等
明
白
な
る
階
級
的
性 

質
を
有
て
は
居
な
か

つ

た

。

彼
等
は
此
處
彼
處
で
、
有
靡
者
の
同
情
ヒ
慈
.善
に
訴
へ
る
た
め
に
屢
ぶ
.
.結
合
し
た
が
：尙 

未
だ
、同
種
の
感
情
を
持
た
ず
加
之
上
流
階
級
に
對
し
て
鞏
闽
な
る
結
束
を
，作
も> 
i

jの
必
耍
を
0!

解
し
な
か
.
つ
た
。
 

.彼
等
は
富
者
を
嫉
み
、
其
の
赏
，を
羡
ん
だ
。
而
し
て
富
者
の
喜
捨
：で
生
活
し
た
:0

彼
等
は
又
何
か
特
別
の
保
護
を
調 

達
し
得
た
同
僚
を
惽
惡
を
以
て
迫
害
し
，
之
を
惟
む
可
き
競
钥
者
ビ
考
へ
た
。

此
集
圓
は
今
H

の
意
味
に
於
け
る
眞
の
階
級
意
識
を
有
せ
^

、
況
し
て
/
.
上
流
'階
級
に
對
し
，
圓
結
し
て
、
関
爭 

的
態
度
を
採
る
事
は
な
か
つ
た
。
勿
論
彼
等
ど
雖
も
目
己
の
地
位
の
腸
迫
.を
威
じ
た
。
而
し
て
又
煺
<

他
の
黨
派
0
 

麟
B

に
付
し
て
十
五
世
紀
”

十
六
世
紀
の
都
市
の
政
^

に
*

»i

し
：た
の
で
あ
る
が
、
併
し
乍
ら
典
多
く
は
、
^

時
*

も
無

5
共

產

社

會

に
'-
>

睜

な
|

.

|
櫻

の

題

を

ょ

せ

て

、

檢
に
‘
憂

：を

：逍
^S、

埃

づ

も
V

斐

な

き

幸

福

に
見

果

て
ぬ

夢

路

を

追

ふ

て

ゐ

た

。
I

I

: ,

斯
く
て
十
六
世
紀
、
十
七
世
紀
に
は
'

爲
政
者
に
對
す
る
各
秫
の.
建
白
，
社
會
改
良
の
幼
稚
な
：訐
畫
*

ょ
り
#
き 

社
會
秩
序
並
に
國
家
秩
序
の
模
梨
^

し
て
理
想
國
家
を
描
く
者
も
少
<

は
な
か
っ
た
が
併
し
乍
、ら
此
時
代
の
文
献
中 

に
，
歷
史
的
现
象
ど
し
て
の
階
級
#

成
に
關
す
る
言
說
は
到
底
覓
む
可
ぐ
も
無
い
f
 

餌

.

近
世
的
大
國
家
の
勃
興
ど
共
に
、
最
早
從
來
の
如
き
狹
隘
な
る
都
市
^
限
ら
れ
ざ
る
政
治
的
鬪
爭
め
發
生
す
る
に 

到
り
し
事
"

分
業
の
進
步
"

太
商
業
の
發
達
並
に
之
1に
伴
ふ
-
て
惹
起
さ
れ
し
第
の
分
化
等
，
是
等
の
蹲
實
に
促
れ
て 

十
八
世
紀
の
道
德
哲
學
及
び
.法
雜
哲
學
は
"

競
ふ
て
：
現
前
に
：行
は
：れ
っ
、
ぁ
る
社
#
^
!
の
變
遯
を
硏
究
す
る
に 

到
っ
た
0

加
之
是V

J

共
に
數
多
の
社
#

的
弊
#

も
又
續
出
す
る
に
到
っ
た
。
：

加
之
へ
エ
埸
エ
業
の
勃
典
に
伴
ふ
手
エ
業
衰
檄
の
結
果
、/

」

し
て
勞
働
關
係
：は
愛
^

十

 

一
方
啻
に
勞
働
者 

の
數
は
猛
»

梢
加
し
分

又
生
產
過
程
に
»

す
る
彼
等
：の
«

#

的
#

*

も
增
大
す
る
て
*

に
^

^

#

の̂
».

濟
®

*

®
 

は
資
本
家
.の
そ
れ
に
比
し
て
著
し
ぐ
劣
惡
ヒ
な
つ
た
。
自
ら
資
本
家
せ
な
ら
ん
'ビ
の
期
a

も
今
や
勞
働
者
に
は
盟
寡 

な
の
も

f

な
っ
た
。
勞
働
者
は
、
少
數
の
例
外
を
除
い
'
て
.自
己
の
境
涯
を
脫
す
る
事
於
出
來
な
く
な
っ
た
。
»
く 

て
芡
勞
働
者
Z

資
本
家
ど
の
關
係
も
益
i

稀
蒲
.ビ
な
ぅ
、
.聖

#

者
を
餘
び
付
«

る
細
帶
«

¥
な

賃

銀

：契

_

の

み

ど 

な
っ
た
。
今
や
勞
働
者V

J

資
本
家
：ビ
は
終
生
"
互
に
全
^

異
：れ
：
.る
別
個
.の
«

'«

階
級
0

中
.に
生
活
す
る
事
ヒ
な
:0

た
。

斯
る
發
M

の
結
粜
ミ
し
て
、
十
八
世
紀
の
社
會
學
者
並
に
社
會
锊
學
者
の
見
解
が
自
ら
織
•化
す
る
に
到
づ
た
？
彼
. 

等
が
^

社
會
1«

係
を
覜
察
す
る
に
當
て
、
屢
t

逢
着
せ
し

問
題
は『

斯
る
階
級
別
一
.は
，何
處
ょ
ぅ
到
來
せ
し

や

、

其

ぶ

锵
ー
一
十
卷(

1
〇
〇
九)

階
級
翻
#

說
I;

於
け
る
マ
レ
ク
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•

因
は
如
何
、
E

に
斯
る
階
級
別
は
社
會
の
進
步
を
促
進
す
る
も
の
f

や.
將
之
を
阻.
害
す
る
も
の
な
々
や』

ヾ

」

袞
ふ 

事
で.
あ
つ
た
。
 

.

'

當
時
の
社
會
哲
學
者
は
斯
る
問
題
を.
提
出
し
て
、
多
く
は
次
の
如
き
結
論
に
到
達.
し
た
。
階
級
別
は
身
分
別
、
職

. 

業
別
ど
殆
ん
ざ
撰
ぶ
所
な
さ
も
の
で
あ
つ
て
べ
全
ぐ
最
初.
の
分
業
並
に
驗.
翁
分
化
の
自
然
的
結
果
で
あ
る
。
而
し
て
、

是
等
分
業
及
職
業
別
は
亦
人
間
天
賦
の
資
性
の
相
異w

關
述
せ
る
'
も
の
で
あ
る
i

。
彼
等
の
見
解
に.
據
れ
ば
、
階
級
- 

.

別
は
又
幾
分
は
權
カ
、
即
ち
古
代
に
於
け
る
强
カ
な
る
民
族
の
弱
少
民
攸
很
服
に
基〜

も
の_
で
あ
る
ビ
0

斯
か
る
社
會
哲
學
者
の
見
解
を
代
表
す
可
き
好
個
の
典
型
は
ジ
ョ
ン
• 

i 
ラ 

I John 

MillAr 

の著
，，
observations 

c
o
n
c
e
m
s
g

 
け
ぼ 

distinctfons 

o
f

 ranks in society, 
Lond., 

1771 
ヒ

で

め

る

◊
皮

は
. ？？

ょ

朱

ご

、

|̂
分

、

*1
窄

3?
、，嗤

級
を
區
別
し
な
か
つ
た
。
彼
は
總
て
是
等
の
發
生
原
因
を
、

一

方
に
於
い
て
*
分
業
の
進
歩
並
に
之
ょ
り
生
じ
た
職 

業
の
縮
制
、
他
方
に
於
い
て

、

M

始
社
會
に
於
け
る
戰
爭
指
攆
官
の
成
立
舱
に
隣
邦
異
民
族
め
征
服
に
觉
め
た
。

@
人
は
又 

K
a

rl  

D
ie

td
c
h

 

H
s

m
s
 
い
，G

e
sc

h
ic

h
te

 

d
e
s  

u
rs

p
ru

^
s

 

d
e

r  

s
t

P In
d

e
in

 

D
e

u
ts

c
h

la
n

d
.-  

F
ra

n
k

fu
rt.  

a
.

P-
p
 

.1
8
0
6

}

及

び
p

M
e
o

fe
rs  

y
,  G

e
sc

h
ic

b
te

 

d
e

r  

u
n

g
k

i'h
h

e
it  

d
e

r  

S
tS

n
d

e
/

ャH
a

n
n

o
v

e
r  

17
92

)

等
の
如 

き
獨
逸
の
社
會
史
家
の
硏
究
の
裡
^

も
荷
ほ
未
だ
階
級
の
槪
念
を
發
兑
す
る
事
は
出
來
な
い
。
彼
等
は
只
舊
來
の
.階 

級
を
認
め
た
に
過
ぎ
な
ぃ
。
其
故
に
彼
等
の
敍
述
は
丨
唯
だ
單
に
貴
族
' 

僧
侶
及
び
彼
等
に
依
れ
ば
產
業
階
級
、
農 

民
階
級
並
に
官
斑
階
級
か
ら
編
制
せ
ら
れ
た
所
謂
第
三
階
級
が
如
何
に
し
て
成
立
せ
し
や
、

M

に
是
等
の
階
級
は
中 

世
末
期
の
國
家
、
殊
に
地
方
政
府
の
憲
法
中
に
如
何
な
る
法
愤
的
地
位
女
占
む
る
か
の
問
題
に
終
始
し
て
ゐ
た
。
勞

ト
マ
ス
•
ホ
ッ
ブ
ス
の
國
家
發
生
理
論
を
承
け
て
、
更
に
十
八
世
紀
社
會
の
：階
級
編
制
.を
究
め
た
者
に

S
i

m
o

n

 

N
f

k
o

l
a

s
.

n
n

g
u

e
t

が
あ
る
。
併
し
彼
も
亦
階
級
ビ
身
分
ビ
を
區
別
す
る
所
無
か
つ
た
は
其
著

，
，

T
h

e
o

r
i

e

 

d
e

s

 

101

 

d
v

i
l

e
s

 

o

u
 

p
r

i
n

c
i
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n
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s
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e
a

u
x

 

d
e

 

i
a

 

s
o

c
i

a '^
)

 

1767

 

に
於
い
て
、
社
會
猎
級
の
起
原
を
權
カ
行
爲̂

覓.
め
た
。
彼
！r

へ
ら-

，
經
濟
の
發
展
化
伴
ふ
て
、
狩
獵
鮮"

漁
獵
群.
の
外
^

、

平

和

的

な

土

'地

耕

作

者

並

に

遊

牧 

民
の
小
さ
き
社
會
が
發
生
し
た
し_

て
狩
獵
鮮
は
財
產
に
誘
惑
さ
れ
て
？
土
地
耕
作
者
を
襲
ひ
、
之
を
征
服
し
、
其 

.

.
財
產
の
大
部
分
を
權
得
し
て.
，，

彼

等

を

服

從

V
J

隸
屬
の
境
涯
に
陷
れ
た
。.
斯
く
て
社
會
の
一

部
が
他
の
一
部
に
服
從 

す
る
餅
：

V
J

な
々
、
典
の
結
果
今
‘日
の
政
治
的
社
曾
、
若
ぐ
は
眞
正
：社
會
0

根
本
的
基
礎
た
'.
る
所
有
別
、
權
ヵ
別
、
階 

級
別
，か
發
生
す
る
事
ど
な
つ
た
の
で
あ
る
芒
o

勿
論
"

下
瓰
階
級
の
上
層
階
級
に
對
す
る
服
從
關
係
の
形
態
は
時
代
の
經
過
に
俾
ふ
て
多
樣
に
變
化
し
た
。
原
始 

民
族
の
暴
力
的
隸
厕
に
次
い
で
、
古
代
の
奴
隸
制
度
：が
現
は
れ
、
此
：の
後
を
承
け
て
中
世
：の_

屬
が
現
は.
れ
、
驄
て 

又
中
世
の
隸
餛
に
續
ぃ
て
近
世
の
頎
傭
制
度
が
現
は
れ
た
。
而
も
、隸
騰.
の
形
態
が
外
商
的
に
如
何
に
變
化
し
て
も
、 

下
層
階
級
の
支
配
階
'級
^

對
す
る
隸
腐
の
事
實
は
依
然
と
し
て_

る
ビ
こ
ろ
が
無
か
：つ
た
0

多
ぐ
の
人
々
は
、
»

*

が
餘
儀
な
:<.
w

己
を
奴
隸
ど
し
て
i

或
は
勞
働
者V」

し
て
資
本
家
に
身
寶
だ
を
す
も
今
日
の
歷
傭
制
度
、
賃
銀
奴
隸 

制
度
を
古
代
の
奴
隸
制
度V

J

は
全
く
異
れ
る
も
の
で
あ
る
、
何
ん
ピ
な
れ
ば
今
日
の
.勞
働
者
は
自
由
で
あ
る
か
ら
で 

あ
る
*

ビ
考
へ
て
居
る.
が
、
.ラ
ソ
ゲ
に
依
れ
ば
そ
れ
は
一
個
の
®

瞞
で
あ
る.
。
：彼
謂
え
ら
ぐ
、
古
代
の
奴
隸
制
度
は 

賃
銀
制
度
に
遙
か
に
勝
れ
る

.
も
の
で
あ
る
、
何
ミ
な.
れ
ば
、
賃
銀
勞
働
者
は
、
失
業
し
て
> 

餓
死
す
f

云
ふ
、
古 

代
の
奴
隸
の
全
ぐ
知
ら
な
い
恐
怖
紀
常
に
嚇
か
' 
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
ラ
ン
ゲ
は
其
著
西
六
六
頁
で
次
の
如
く
言

第

二

屮

卷(1
0

1

 

D

睹
級_

爭
說
1-
於
け
る
マ
ル.
ク
ス
^
其
，の
先
廳
者 

紙

八

號

-
J

1
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0
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第
八
號 

九
幽 

つ
て
ゐ
.
る
。

日
.く
、

, 

. 

.
'
;

.『

汝
等
は
，
彼

.

が
自
由
だ
？
言
ふ
、鳴

.

1

^

併
し
乍
ら

.

不

幸

：
は
：
正

：
し

<

其
處
に

#

す
.

る
0 .

だ
。
：成
程
、锻
は
何
人
の
事 

も
_

處
し
な
い
。
併
し
、何
人
も
亦
彼
を
願
旛
し
な
：い
。
彼
を

*

ぷ

時

に

は

出

來

だ

，け

安

：い

.

賃
銀
を
拂
：ふ
。
彼
：に
約
來 

し
た

®

少
の
貨
銀
は
、
勞
働
者
の
：生
活
資
料
の
價
格
に
も
充
た
な
い
。無
理̂

仕
#
を
練
が
せ
る
爲
に
辕
督
考
を
付 

け̂

。
狡
猾
に
怠
け
て

'

力
の
出
し

®

み
を
し
な
い

t

の
懸
念
か
ら

"

勞
働
者

.

を
驅
使
し

>

鞭
撻
す
る
。
出
來
る
だ
け
；
 

長
i

同

一

の
勞
仕
事
に
從
事
し
度
い
ヒ

9

考
が
勞
働
の
敏
速
を
妨
げ
、勞
働
势
具
を
毀̂

は
せ
ぬ
か
き

_

念
す
る

，
: :
- 

彼
は

*

か
に
自
曲
で
あ
る
。
彼
を
不
憐
に
思
ふ̂

も

正

に

其

の

爲

め

；

で
：，

Q

る
。
人
は
彼
を
勞
働
さ
せ
る
場
合
の
方 

が
遙
炉

に
思
逍
ぅ
が
無
い

o

彼
は
勞
働
者
の
生
命

I

す
.

る
場
合
に
却
て
大
膽
ぞ
な
る

-

奴
隸
：は
主
人
に
取
て
、
貴 

重
で
あ
る
。
何
ビ
な
れ
ば

.

、
奴
隸
は
主
人
に
ヾ」

つ
て

0

.

M

.

U

た
か

ら

で
あ

る

P

併
し
乍

&

勞
働
者

'

は
、
之
を
使
役 

す
る
富
裕
の
浪
赞
家
に
は
何
の
價
値
も
な
い
' 0

奴
隸
制
度
の
行
は
れ
し
時
代
に
在
て
は
人
間
の
血
：が一

個
の
债

M

を 

有
し
た
、
少
く
ど
も
市
場
で
賣
買
せ
ら
る
相
場
だ
け
の
，價
値
を
有
し
た
。：.併
し
賣
.
6れ
な
<

な
つ
て
か
ら
は
、

，實
際 

に
於
い
て
何
等
の
價
値
を
有
し
な
く
な
つ
た』

ビ
ブ 

階
級
棚
互
を
分
ち 

>

 

上
/ #

階
級
に
支
配

.

權
を
保
•障
す
る

も
の

.

.

は

，

ラ

ン

ゲ

に

，依

れ

ば

听

有

の

別

で

あ
る
、

が
；
單

な 

る
富
で
は
な
く
て
、
上
層
階
級

’

が
：勞
働
耍
具
を
領
有
し
、
之
：に
依
て
、
無
產
者
の
勞
働

.

を
强
制
す
る
の
_
賞
に
依
る
へ 

も
の
で
あ
る
。 

，

ラ
ン

ゲ 

V」

類

似

の

見

解

を

有

す

る

も

の

は

R
s

e
x

f
o

n
s

 

^
 

^
 

d
e
s

 

r

o 'h
e
s
s
e
s

 

1
7
6
6

ご

の

著

者

A
n

n
e

 

n
o

b
e

r
t

 

J
a
c
q
u
e
s

 

T
u

r
g

o
t

で
あ
る
。
彼
に
。依
れ
ば
*
階
級
相
互
を
分
つ
も
の
は
、
啻

に

所

有.
の
大
小
の
み
な
ら
す
又
所
有
の
種
類
：の
：相
違
：

"
例
之
ノ
：士

地

所

有

、
X
場

：の
：所
有
、
拿

樂

品

の

所

有

"

並

に

逋

な 

る',勞
働
ヵ
の
所
有
之
で
ぁ
る
、
彼
は
‘其
著
六
o
節
'に
於
い
て
，.
產

業

階«
^
關
說
し
.て
日
く 

『

社
會
の
糖
々
な
る
欲81

に
靡
じ.
て
、無
限
に
多
様
な
る
產
業
的
勞
働
に
從
事
し
て
ゐ
る
全
階
級
はi
一

個

の

小

部

_

ハ 

に
分
た
れ
る
。
其」

は
"
企
業
家
、h

業
主
で
ぁ
つ
て
何
れ
も
火
資
本
を
擁
し
’
之

を

前

貸

し

て

、
へ
利
殖
し
て
ゐ
る

y 

典
一
一H

軍
に
自
己
の
勞
働
力
を
所
有
す
る
の
み
で
、_

己
の
：勞

働

以

外

何

物
^
も
投
資
せ
ず
"
自
'已
の
勞
銀
以
外
じ 

何
物
を
も
猫
得
せ
ざ
る
單
純
な
る
勞
働
者
で
あ
る』

，

VJO

佛
麵
西
大
革
命
の
經
驗
：裏

て
.

繁
に
階
級
別
の
認
識.
«

更

：に

鮮

明

ビ

な
H

 
_

の

當

初

、

第

三

階

級

：は
：

貴
；： 

族
、
僧
侶
€

全
く
利
罄
を
異
に
す
る
統
一
的
階
級
-

考
へ
'
ら
れ
■た
が
、
：.
革
命
の
經
過
せ
典
に
、

所
謂
第
三
階
，級
は
再 

に
利
害
を
與
に
す
る
多
數
の
階
級
か
ら
成
つ
居
る
事
が
判
明
す
る
に
到
や
た
へ
：
.

之
せ
同
じ
く
貴
族
，
僧
侶
I

又
幾
多 

の
ド
位
階
級
に
分
た
れ
て
居
る
事
が
認
：め
ら
れ
る..
に

到

つ

：た>.
' 

, 

.

當
時
の
階
級
別
並
に
之
ょ
办
生
ず
る
利
害
の
對
立
を
最
も
傑
く
洞
察
せ
’し

は
^

哲

が
£

客
以&
>

で

ぁ
'0
た
。
彼
：
 

の
附
級
闘
#

觀
は
旣
に
後
年
マ
/ -
ク
ス
：の.
懷
抱
せ
し
階
級
闘
#

說
說
の
各
種
の
根
本
的
要
素
：を
包
藏
し
：て
ゐ
..る
ノ
芾 

時

代

の

階

級

：闘

矫

に
f

る
被
の
：特

別

の

著

書
5

ふ可ものば無ぃが

"

彼

：の

見

：解
：は
' :『

人
民
®

友
，

』

：
並
に
：
 

,,J
c

l
a

l
d

e

 

la

 

A
p

u
b

liq
u

e

 

frs
9

a
i5

e
、

の
幾
多
0

論.
文
帘
に
散
見
す
る
事
が
出
來
：厶
0
'

固
ょ
6

彼
；の
見
解
は
、.
« 

論
的
に
若
く
は
滕
史
的
實
例
じ
依
：て
確
泣
せ
ら
れ
し
も
の
で
は
#
 
く
、
,
0
(
眼
：橄
に
«

開
す
る
現
象
を
観
察
し
て
得. 

た
る
結
果
に
他
な
ら
な
：い
。

. 

:

站

二

十

餘

2
〇
一
三)

' 

階
級
脚
爭
說
|;

於
け
る
>

ゲ
ク
ス
ミ
其
'の
先
騮
宥 

第
八
號
，

九
五



至

I

 

(
l

o
l

g
p

 

.階
級
.
I

說
に
於
け
る
マ
m

l

 

I

.

九

六

:

フ
丨
の
見
身
に
依
れ
は
、

一
七
八
丸
年
乃
至一

七
丸
コ
一
年
の
全
佛
醤
革
命
は
：、
特
定
階
級
が
自
己
の
特
殊
の 

利

益

：を

貪

徹

す

る

た
|
_

零

.

$

。

是

等

の

階

級

ヒ
H

宫

廷

貴

族

，

卦

建

貴

族

，

ブ

_

レ
ノ
ジ
ョ
ツ
ジ
.

ィ

、(

金

进
'
 

業

者

"
大

相

蜞

帥

、
大

企

業

S

知

講

級

ペ

暮
I

學
者
、
高
等
裁
判
宵
，
代
理
：人
、
顧
間
官
，
辯
護
士〕

裕
福
な 

る

雙

C
S

1

商
業
を
營
む
中
流
階
級)

&

作

燈

、

並

に

眞

疋

の

國

：民
へ
小
手
：エ
：業

芩

普

通

0

勞

働

者

及

び

®

、

、

、
ft
ノ 

/
fe
人

W

負
^

及
び
無
產
の
^

識
啤
級)

で
3)
る
。
而

し

て

此

最

後

_の
も

の

を

了

フ

|
は
，根

本

に

泠

，.、

て

.
 

碗」

七

る

大

フ
ロ
レ

ク

リ

ア
階
級
^
考
へ
た
。
大
ブ
y

ジ
ョ
ヮ
ジ
：丨

及

び

裕

：輻

な

：る

商

人

は

先

づ

革

命

に

依

で

、
封 

雞

貴

族

、

宮

廷

貴

族

：

i

f

:
破

ら

ん

荔

し

た

。

之

に

依

て

^

富

裕

I
.

ブ
ル
ジ
デ
ジ
ィ
、
殊
に
金
隨
贤
族
政
合 

及
び
其
御
用
を
力
む
る
鲁
識
階
級
が
國
坟
議
會
及
び
地
方
行
政
？

耳
を
握
る
事
I

っ

た

。
そ
れ
か
ら
裕
福
な
^

 

商
人(

ジ

ロ

ン

ド

警)

が
：政
權
を
得
、
今
や(

v

七

九

三

年

鏡

)

入
音
身
が
結
局
政
府
を
組
織
す
4

取
5

る

で
め
ら
ぅ
。
何
ん
，5
な
れ
ば
、
嘗
て
？

5

が
貴
族
I

權
I

破

せ

し

時

高

替

、
無

馨

も

亦

I

I

梢
ど
掠
奪
物
ど
を
奪
ふ
た
め
に
自
曲
の.
原
理
を
利
用
す
る
事
が
出
來
る
«>
ら
.で
ぁ
る
。

.

.

一
七
九
一
年
九
月
二
十
一
日
の『

人
民
の
友』

誌
上
で
、

マ
f

は
、
貴
族
政
治
に
對
す
る
所
謂
ブ
ル
ジ
ョ
ツ
ジ
ィ
 

の
闘
f

 

s

£

ベ
、
か
ぐ
て
，
何
故
に
第
I

級
の
上
部
が
、

マ
度
、
政
f

振
る
や
、
間
も
無
ぐ
貴
族
，
僧 

f

結
托
し
て
、
以
て
自
己
の
地
盤
を
讓
し
‘

下
層
階
級
の
攻
擊
に
遇
：ふ
ま
f

王
：政
I

持
す
る
に
到
っ
た
か 

の
^

由
を
說
明
し
た
”

マ
？

に
依
れ
ば
，
富
裕
な
る
ブ
ル
ジ
ョ
フ
ジ
ィ
を
し
て
斯
か
る
態
度
に
出
で
し
め
た
利
害

『

是
鹗
名
#

愁
に
燃
ゅ
る_

談
象
、
怯
懦.
な
宮
廷
の
動
物
の
周
圆
に
、
纏
て
、
支
持
者
-yj

し.て
.

.

衛
兵
，

y
j

し
て
、
貴

族
、
僧
®

、
®

人
、
春

、
行
政
、
司
法
の
高
官
、
財

蒙

、.
投
機
商
、
公
け
の
吸
血
彔
饒
I

、
横
紙
破
\

 

宮
廷
®
毒
蟲
"

一

言
に
し
：て
言
へ
'
ば
、
自
己
.の
地
位
，
財
產
，
希
紫
を
'#
,
ら
败
權
：：0

濫
羽
：に
, 1

い
.で
ゐ
：る
—
て

0:
:
\
: 

气
腐
敗
ノ
企
業
‘

浪
資
を
利
用
せ
んV」

す
る
總
て
の
'
人
々
、
S

M

0

0

a

 
f
 

持
つ
總
て
の
人
々
が
蝴
集
し
た
。
而
も
亦
是
等
の
周
圍
に
漸
次
多
く
の
取
卷
が
現
は
れ
た
、
卽
ち
ー
方
に
於
い
て
は 

富
豪
や
不
規
律
な
家
庭
の
，
子

息
の
濫
費
の
お
陰
で
致
富
：

の
機
會
：を得
た
商
人
、
高
利
貨
、
小
手
:[
:
業
者
、
奢
侈
3

 

の
勞
働
者
、
文
士
、
學
者
，
霧

家

が

あ
|

に
：又
他
方
に
於
い
.

V
'

自
由
を
，
利
殖
を
妨
げ
る
.障
得
の
做
發
で
あ

f

考
'
へ
、
更
に
所
有
や
、
我
儘
な
享
樂
生
活
：

Q
:

保
障
で
：あ
る
e
;考
'
へ
：
て
ゐ
る
：大
商
人
、

資

本

家

、
及
び
安
逸
：を
覓
：
 

め
る
ブA

ジ
ョ
ソ
が
、め
つ
た

』

i

°

i

更
に
說
明
し
て
言
ふ
，
革

命

の
推
移V

共
に
、
市
民
を
各
種
.の
階
級
に
分
.つ
可
き
各
種
利

害
0

對

立

が
f

明

瞭

に
現
は
れ
た
。
第
三
階
級
？
雖
も
決
し
て
銃一

せ
ら
れ
た
も
0

ビ
縣
.る
.事
は
出
：來
な
い
、
何
ビ
な
れ
ば
、
そ

各

々
利
害
、
所
有
及
地
位
I

に
す
る
幾
多
Q

S

を
包
擁
せ
■る

か

善

：あ
る
。
：
斯
S

く

利

蠢

係

生

活

關

係

續

相

違

：は”

«

て
、

人
生®

や
、
恨

習

，
嗜

向
0

相

違
を
齎
：ら

す

事

產

る

。
卽

ち

マ

f

は『

人
民
の
友』

卞
六
九
虎 

で
次
の
如
ぐ
言
つ
て
ゐ
る
o

『

總
て
の
他
の
君
主
f

篇

、

フ
タ
ン
ス
に
於
て
も
國
I

、
種
々
異
つ
た
利
寄
を
有
す
る
多
數
の
階
級
に
分
岐 

し
た
9

而
し
て
是
等
の
階
級
は
>.

地
位
や
所
有
の
不
：办
等
に
依
て
ょ
り
も
寧
ろ
其
敎
養
^

偏
見
，
‘
嗜
向
、
習
俗
*

及 

び
金
生
活
ブ
沒
£

侬
飞
.

A

互
に
分
岐
せ
る
も
の.
で.
あ
る
o

例
之 
>
 
貴
族
、僧.
：侶
、{:1
2僚
：1
»

政

家

；"

裕
ー
财
な
る
ブ

^

ジ
*-
:
-ソ
ど
ノ
無
產
者
、
即
ち
支
®!

階
級
^
:被
抑
®

階
級
.之
.で
：あ
る
，

』

.
'
;
.
气

；
 

.

.

.

笫11

十

怨

(
一

〇一
五
，}

階
級
響
說
に
於
け
る
マ
ド
ク
ス
蚤
の
先
紫
. 

第

八

鉞

九

^
!



r

 

密1

十

卷

a

G

H

G

:
:

階
級
蒯
爭
說
^
於
げ
る
マ
ヴ
ク
ス
«
其
0

先

驩

萆

■:

第
七
號 

九
八 

I 

' 

是
等
の
所
說
は
由
て
鹳
.る
も
明
か
な
る
が
如
ぐ
>

旣
^

マ
ラ
ー
は
>

^
。
 

•

# -

殊
の
思
想
幽
"

ニ
ク
メ
：の
語
法
を
用
ふ
れ
ば
：
特
殊
0

ィ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
ほ
會
該
階
級
の
勞
働
條
件
，
生
活
條
件 

j

 

に
適
應
し
て
構
成
せ
ら
る
、
.
も
の
で
あ
る
？
の
見
解
を
抱
い
て
ゐ
杧
°

I.  

同
種
め
恩
想
は
又
ル
ィ*

ブ..
ル
ユ
I
ド
ム
ド
。&

hjsd
h
o
m

m
e

の
編
輯
せ
し
急
進
：VシV
コ
バ
：
ン
生
義
の
機
關
誌

1.j 

,, R
e
v
o
l
u
t
i
o
n
s
:

 

da.P
a
r
i
s
?

に
も
窺
ふ
事
が
出
來
る
が
、

マ
ラ
ー
0-『

人
民
の
«』

に
見
る
が
如
き
鋭
さ
は
無
ぐ
、
又

寧
み
偸
理
的
色
調
を
帶
び
て
ゐ
た
。
其
後
姑
く
政
黨
の
軋
_

を
階
級
闘
爭
ミ
認
む
る
想
想
は
姿
を
消
し
て
ゐ
/ 2

が
>
 

j: 

.

十
九
世
紀
の
.
四
十
年
代
：の
初
に
到
つ
七
新
な
る
革
命
時
代
が
來
名
や
、
W

び
階
級
闘
爭
の
：獅
念
ゆ
擬
頭
し
た
。
併
し

乍
有
淹
階
級
の
利
密
の
：闘
爭
は
所
有
別
の
擴
大
、
產
業

_
の
進
步
，
富

0

、
增

大

ミ

相

竣

て

，愈

.

ょ

深

刻

ビ

な
~

る
ビ
め
， 

見

解

は

夙

に

一

1

十
年
三
十
年
代
の
.

ァ
ヲ
ン
ス
の
政
治
.
上

の

，
文

献
.

の
裡
{1
:
:

屢
3

表
明
せ
ら
れ
.
て
ゐ
る
9

其
顯
著
な
る
考
'

i'  

.

は 

F
ra

n
g

o
fs  

A
u

g
u

ste

 

3
M

ig
n

n>-t  

の
有
名
な
る
著
作
，，ss

to
ir

e

 

d
e

 

la

 

R

ル vo
lu

tio
n

 

fra
n

c
a

is
e

e

 

IO0

22L 

で
あ
る
。 

j

 

ミ
ネー

は
、
貴
族
を
、
宮
廷
貴
族
、
官
僚
貴
族
、
封
建
* :
族
の
三
階
級
に
區
別
し
た
"

彼

を

僧

侶

を

ニ

階

級

に

^

^

、
興

■
ー
を
、僧
正
管
趴
、
僧
^
、
«

»
1:
依
て
莫
大
な
る
收
入
:̂
得
て
ゐ

-5
.僧
正

に

、
其
.ー
ー
^
所
謂『

« 1

徒
0

^

«』

^
續
け
て 

ゐ
る
普
通
の
牧
師
ど
し
た
。
M
に
彼
は
革
命
時
代
の
一第
三
階
級
を
一
.一

つ
に
岐
つ
た
U 
■

一
 

砵
バ
ス
テ
ィ
ユ
製
.

後
政 

、
 

檝
を
锻
取
し
た
裕
福
な
中
淹
階
級
で
あ
り
，
致
ニ
は
中
睹
階
級
ょ
り
民
衆
へ
：到
る
：過
_
的
階
級
た
る
普
通
の
中
难
階 

級
で
ゐ
づV

ジ
ロ
ン
ド：：

黨
に
媧
し
た
裕
福
な
る
商
人
の
如
き
も
の
が
之
に
：屬
す
る
：：。；
是
等
の
階
級
.の
他
に
、

ミ
ネ
ー

は
最
下
層
の
階
級V」

し
て
、
多
數
の
無
產
者
即
ち『

民
衆
1
を
-»
げ
た
。
此『

民
衆』
は.
彼
に
出
れ
ば
、其
利
窜
を
#
に
ロ

-
- .
L

i
一--
-
-
-
=

一-n
 

,

」

：

-
-
-
-

g

-X.
.
.
1

■
■ 

 ̂

too
 

.
A
- 

-

I 

，マ *

ス
.
~
^4̂
§
^

者
.

„

-

-
.
.
.
V
,

ル

主

義

者
.
の
.
^

S
:

黨
：派
.
に
.

^

表̂
-

^

'奋
も
.■の
：で
.>の
る 
o :

之
.

：
以〖

.必

..ミ
；ネ
，.
 

靡
^

^

^

,

^

®

^

每
I
 漏 

■義.諭

隱

丨
は
革
命
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
國
民
の
|

編
制
を
詮
盤
し
な
か
づ.
代
。
即
ち
彼
はr

民
衆』
の
階
級
別
を
離
办
中
r

逆 

て
又
±

記
の
所
謂
急
進
的
黨
派
の
問
に
行
は
れ
'し

闘

爭

を

理

會

し

な

：か

っ

た

：
。

又
此
時
代
の
著
作
に
H

何
.れ
も
，
從
來
尙
不
明
0

f

し
喈
級
の
槪
念
が
> 

從
來
に
，比

し

て

巡

か

に

嚴

密

，

明 

確
に
^

へ
ら
れ
て
ゐ
る
伤
之 

M
.

 

G
i
i
e
r

 

d
e

 

C
a
s
s
a
g
n
a
e

 

^

^

 

^
 

 ̂

a

s

d
i
s

 bourgeoises B
i
e
l

 

100
300
の
中
で
、
勞
働
者
，階
級
ど
•フ
ロ
レ
タ
リ
ア
を
同
ニ
視
す
る
事
を
非
離
し
て
ゐ 

る
0

彼
に
依
れ
ば
，
勞
働
者
階
級
更
に
：厳
密
に
言
へ
ば
、
賃
銀
勞
働
者
階
麟
は
唯
»
に
：：グ
ロ
，レ
タ
リ
ァ
の
.ー
部
を
な 

す
に
過
ぎ
な
い
。
ブ
ロ
レ
タ
タ
ア
に
は
勞
働
者
階
級
の

外，
乞

食

：，
：
盜

賊

、

娼

婦

等

が

之

.は

屬

す

る

o
勞
働
者
階
級 

の
#
徵
は
m
な
る
無
產
や
、
字
か
.
& ロ
へ
の
生
活
で
は
無
ぐ
、
■彼
等
が
！
^

の

：た

め

.

.
に

資

本

家

に

勞

働

を

給

付

じ

な

. 

け
れ
ば
な
ら
な
い
ビ
考
ふ
事
»
に
存
す
る
ミ
0

ン
.

ヵ

ー

ル•

マ
ル
ク
ス.
は
一
八
四
三
年
十
1!

月
巴
里
に
居
を
卜
し
，
此
地
に
e

命
中
、：籾
寒
前
記
フ
ラ
ン
ス
の
諸
^
 

作
に
親
む
事
ミ
な
っ
た
。
：
之
ょ
：り
先
、
彼
ほ
風
：に
フ
ラ
ン
ス
軍
命
史
に
少
か
ら
ざ
る
興
味
を
持
っ
て
居
た
が
、
今
此
地 

に
來
て
11
に 

A
u

g
u

s
ts

 H
h

le
n

T
,  

F
.  

0
^
0̂ 
S
O
S 

M
b
s
l 

d
e

 

s
is

m
o

n
d

i,

I

f

 

I

I

 

1

8等
の
著
書
を
深
ぐ
硏
究
又
チ
ン
，
シ
モ
ン
：派
'
 

フ
タH

チ
派
の
運
動
を
硏
究
し 

た
"

：
 

.

マ
ル
ク
ス
が
又
マ
ラ
I

の『

人

民

の

，友

』

及

び

ブ

ル

：
ュ
1

ド

ム

ゐS

M

の

革

命|
:

翁

や

ャ

：居

だ
«

は

疑
.
§

地

は
 

な
い
'
。
其
證
據
に
は
、
當
時
マ.
ル
i

は
此
ニ
戴
か
*

ひ
、
彼
の
死
後
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
_手
に
渡
り
更
に
エ
ン
ゲ
ル 

第 U

 
十
卷 

0
-

0

5
 

f

 

ノ 
_

■
第
'
r

:

ぶ



f

 

十
饴
■ 

c
l

Q
i

A)

階
級
脚
爭
說
じ
於
け
る
マ
^

ク
ス
达
其
の
先
廳
者
' 

笫
八
號 

ー0
〇
.

f 

ス
の
沒
後
伯
林
®b
#

民
虫
黨
記
錄
保
存
所
に
移
さ
れ
/̂
0

^

 ̂

ン
.
,

!  

由
是
觀
之
、
マ
ル
ク
ス
が
階
級_

讲
說
を
發
見
せ
し
者
で
め
る
が
如
く
說
く
の
ほ
斯
說
の
康
史
を
全
<

誤
»
し
て 

一
 

ゐ
る
證
據
で
あ
る
。
事
實
彼
は
決
し
て
何
物
を
も
發
見
し
付
靜
で
は
な
い
。
彼
は
前
記
0

諸
著
に
現
は
れ
た
©
級
闘 

j:.  

骄
說
0

鋪
々
の
©

素
を
收
拾
補
綴
し.
て
- .
之
ょ
6
_

家
の
結
論
を
導
き
出
し
た
に
過.
：ぎ
ぬ
。'
事
實
上
，

マ
ル
f

ス
0

‘

I
V 

喈
級
對
立
觀
並
に
初
期
©

隙
»

槪
念
は
著
じ
ぐ
"

傅
來
0

階
級
酶
爭
說
の
影
響
の
|

遺
し
て
.ゐ
る
。
彼
は
近
世
的 

}
' . 

階
級
|«

爭
を
'以
て
"

單
に
有
爺
：階
級
：對
無
淹
階
級
、

M

に
：嚴
密
に
言
へ
ば
>
 

賃
銀
勞
働
者
階
銥
對
大
企
業
家
階
級
の
：

I 

關
爭
过
看
做
し
て
ゐ
る
。
愛
に
'
一
ス
シ'ゲ
嚴
び
ち
ル
ゴ
ー
の
思
想
の
影
響
を
»

収
ず
る
«

が
出
雜
る
=『

共
齑
鐵
苜
言』

一：
 

に
於
い
て
も
亦
現
今
S
IS

爭
は
根
本
的
に
は
、
勞
働
者
階
級
對
太
企
業
家
階
級
i

の
：隹
な
る
虬
櫟
で
.あ
る
：

V
J

述
べ
ら

れ
て
ゐ
な
。
勿
論『

共
齑
鐵
食
倉』

で
以
眞
疋
の
ブ
ル
ジ
ョ
フ
ジ
ィ
の
外
に『

中
產
階
級』

な
る
語
が
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る 

が

，

を

れ

は

滅

亡

に

；濒

甘

る

而

も

反

動

的

な

：ブ

ル

ジ

ョ

ワ

ジ

ィ

：の

附

属

物

：で

あ

务

5

ァ
數
行
で
«*
# :
け
；ら

れ 

如
之
革
命
後
に
現
は
れ
た
前
記
フ
”フ
ゾ.

ス.
の
著
作
：に
於
け
る

'
€
佘
く
同
«

に
、.『

典
產
黨
宣
言』

”
に
於
い
て
も
亦
勞
働 

者
階
級
ど
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
が
全
く
同
視
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
斯
の
如
ぐ
先
づ
、
社
會
階
級
を
二
分
し
た
動
機
に
就
て『

共 

產
鐵
宣
賞』

は
次
の
如
ぐ
沄
つ
て
ゐ
る
。

:『

译
々
’
の
.時
代
"：

即
ち
ズ
ル
ジ
ョ
ヮ
ジ
ィ
の
時
代
の
特
徵
《
階
級
：對
：立

.

.が
堪
純
化
じ
た
寄
で
あ
る
。
蚤
社
會
は
益

 々

パ 

敵
視
せ
る1

1

大
陣
營
*

即M

接
相
S

に
對
立
す
る
一
ー
大
階
級
に
分
裂
し
つ
、
あ
る
。

ブ

ル
、シ
ョ
：ヮ
ジ
ィ
ぐ

」

ブ
ロ
レ
タ

9

T
即
之
で
あ
る』

V
J

。

-̂.
.

ル
、̂.

.

.
ス'.'.
'は
'.初.
；期.
ぬ」

著..
很
；̂
ぃ
は;'
>

，身.
分.
：
.-:s.taLn

gi.

ン.
ぐ

」
)

墙
极.'K

la
s
se

.-  
'.

W.
A
J-
n
s_

5g
hB

-̂

」

，..
ノ..
て.

.

.
.̂

^
^

w
 

. 

1
ゲ
十
法
a

擧
批
f l
J
で
は
勞
働
者
隙
級
を
尙
ほ
身
分
で
あ
る.v

j

說
:̂
E

に『

共

產

黨

宣

言
』

第

一

部

で

，
も

次

の

；如

く

: _ 

f

 

言0

て
ぬ
る
り
 

,
:

『

古
代
の
歷
史
を
旙
ぐ
考
は
、殆
ん
ど
到
^
處
に
於
て
"
社
會
が
猶
々
の
身
分
に
：全
然
睹.
分
：さ
れ
、»
會

的

地

位0 

多
様
な
る
等
級
を
兑
出
す
で
あ
ら
ぅ
。
古
代
羅
瑪
に
於
い
て
は
、
貴
族
、
騎
士
、
；中
民
、
奴
隸
が
あ
り
、
中
世
.に
於

て
は
' 

#

雜

賭

候
i <
E

同

業

：組
合
の
•

親
方
*

職
人
、
^

僕
が
^

り
且
つ
是
等
階
級
の
殆
ん
^

總
て
に
、
又
夫
 々

の
特
別
な
等
級
が
あ
つ
た』

^
。

愛
に
封
趣
諸
俠
厉
業
翁
合
の

.親
方
、
-K

人
が
、
单
に
階
級
i

說
か
れ
て
ゐ
：：る
^
:
、
事
實
_上
是
等
は
主
ン
ゲ
ル 

ス
の
定
義
に
從
へ
ば
決
し
て
社
會
階
級
，：で
は
無
く
フ
寧
ろ

.國
家
で
定
め
ら
れ
た
#

殊
0

.:身
分
上
の
權
利
義
務
を
有
す 

る
身
分
で
あ
つ
た
の
で
あ
^
.
。

：

.

遮
莫
ブ
ル
ク
ス
は
、
佛
蘭
西
謝
象
砂
傅
統
的
な
气
不
明
瞭
な
る
階
級
槪
念
を
何
時
^
も
岡
執
し
て
は
居
な
か
つ 

た
。

I

八
四
七
年
公
刊
さ
れ
た『

哲
學
の
.貧
困』

の
裡
に
這
.般
：の
消
息
を
窺
ふ
事
が
出
*
る
'0
彼
以
爲
6

人
 

『

勞

働

者

階

級

：：の

解

放

條

#-
ば
"

總
ゆ
る
階
：殺
の
撤
廢
で
あ
る」

」

ヒ

、
恰
も
、

l

e
 St

a
n
d
:

の 

解
放
.條
^
:、
即
ち
プ
ル
ジ
ョ
ッ
制
度
備
立
の
條
件
が
總
ゆ
る
身
分
の
撤
廢
で
あ
つ
た
の
ヾ」

.同
じ
で
あ
る』

ど
。

後
年
エ
ィ
ゲ
ダ
ス
は
此
章
句
に
餘
釋
し
て
謂.
ふ
。

『

愛
に
_

^

身
分
ビ
は
0
建
國
家
の
身
分
.て
ふ
歷
史
的
意
載
を
有
す
る
も
の
で
特
定
の
限
ら
れ
た
特
權
を
有
す
る 

身
分
の
謂
で
あ
る
。
ブ
，
>
 
ジ
3

ッ
ジ
ィ
の
革
命
«

是

等

の

身

分(£
特

權̂:
を
併
せ
撤
廢
：し
.た
？
.ぞジョソ社食に

«
 

只
^

級
の
み
が
依
然
し
て
，存
在
す
る
。
從
て

フ

ロ

レ
タ
リ
ァ

4 >
-

第
四
の
身
分
ご
く 

一

 
e

r
nr
r 

S
t

a
n

d

ご

V
J

名
付
け
る 

第
二 T

-餘
(

1
〇
一
.
.九
> 

.階
級
傲
#

說
：
.1>
於
け
'る
マ
^
ク
.
ス
过
典
；: ©

.

.先
_

潘
. 

第
へ
^

.

一.つ
.
.
-

T:



$
1

十

卷

2

0

二
〇
y

階
級
圓
爭
說
|*

於
け
る
マ
^
ク
ス
'5

其
の
：先
騮
者

第
八
號

I
Oニ

I
の
は
：全
ぐ
歷
史
ミ
擂
着
す
る

』

：ビ
.°

マ
ル
^

ヌ
は
後
年
の
箸
作
で
は
常
に 
>
階
級
ビ
身
分
$
を
明
確
(;

區
別
し
て
^

る
ナ
即
^

|8
#

は
、

j'

定
.の
：經
濟 

關
係
に
基
く
經
濟
的
、
社
#

的
集
團
で
あ
ぅ
、
後
者
は
、

一

定
の
：身
分
的
權
利
を
有
す
.る
國
家
的
、
政
治
的
集
幽
で 

あ
る
。
フ
；

デ
ナ
ン
ド
•
ヲ
ッ
サ
ル
は
勞
働
者
階
級
を
馆
四
の
身
分
ど
名
付
け
た
が
勿|

ち
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
た
め
に
非 

難 
3
 れ
た
。

. 

•

:

.
:•
:

■
'

獺
て
マ
ル
ク
ス
は
一
八
四
一j
年
乃
至
五
ニ
年
に
於
け
；る
フ
？

ン
ス

.
の

政

治

的

闘<#
を
：親
し
く
見
聞
す
る
に
：及
ん
で
：
 

次
の
如
く
磾
心
す
る
に
到
つ
た
、
即
ち
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ\

自
身
も
亦
種
々Q

階
級
.ょ
々
成
れ
る
事
、
從
て
單
に『

V

ル 

ジ
ョ
フ
、ジイぐ

」

ブ
口
レ
タ
リ
ア

』

'の
對
立
を
考
.へ.
る
の
み
で
は
_

底
此
時
代
の
»

會
蓮
動
，.を
理
會
す
る
事
が
出
來
な
い 

s

o

か
ぐ
.て
マ

ル

ク

ス
は『

佛
閼
西
に
於
け
る
階
級
闘
爭』

の
中
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ィ
を
大
ブ
ル
ジ
ョ 

フ
ジ
ィ
S

小
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ィ
に
分
ち
觅
に
前
者
を
金
融
的
：ブ
ル
ジ
.
ョ
ワ
ジ
ィ
€
エ
業
的
ブ
ル
ジ
ョ
フ
ジ
イ
ビ
に
分
つ 

た
。
彼
は
又一

八
五一

1
年
1:
公
刊
し
た

，
，
D
e
.
f

 

a
c
h
t
z
e
h
n
t
e

 
B
m
m
a
i
r
e

 

d
e
s

 

L
o
u
i
s

 

B
o
n
a
p
a
r
t
e

ヒ

の

中

^
大
ト
ブ
ン 

ジ
a'

フ
ジ
ィ
を
特
殊
的
階
級V

J

し
て
考
察
し
て
ゐ
る
が"
此
區
別
法
は
"

曩
に
：
一
七
八
九
年
乃
：至
：九
四
年
の
フ
ラ
ン 

ス
の
ブ
ル
ジ
ョ
フ
ジ
ィ
を
富
裕
な
る
中
產
階
級V

J

無
產
者
に
落
：ち
行
C

過
渡
的
階
級
を
#

■
成
す
る
食
困
な
る
中
產
隙 

級V
J

に
分
け
た
ミ
ネ
f
 

M
i
g
n
e
t

の
區
分
法
を
髮
簾
せ
.し
む
る
も
の
が
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
が
自
寒
獨
特
の
階
級_

牵
說
を
建
設
す
石
に
到
つ.
た
の
は
> 

倫
敦
に
移
つ
で
、
：英
國
の
經
濟
生
活 

之
に
伴
ふ
政
治
的
隨
伴
現
象
を
自
家
特
有
の
見
地
か
ら
硏
究
す
る
に
到
0 -
て

か

ら

の

事

で

，
の
る

0

悲
し
い
哉
マ
ル
ク 

ス
拭
自
;5
:0
階
級_

:#
:|
8:
:|
:

圓
す
る
何
等
紐
織
的
犮
る
敍
^

^

«

^

マ.
ル
ク
ネ
が
か
、
る
；硏
究
を
著
微
す.

画 :

_

_

_

_
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-
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.

. 

..L

心
算
で
あ.
つ
た.
事
は
，•

後
'年
ヱ
ン
ゲ
ル
ス
が
マ

>.

ク
ス
の
遺
稿
中
で
發
見
し
•
資
本
論
第
三
卷
第1

1

部
の
附
錄'V」

，

し 

て
公
に
し
た
斷
片
が
之
を
證
し
て
ゐ
る
。
固
ょ
h

此
斷
片
U

這
個
硏
究
の
序
論
を
な
す
も
の
に
過
ぎ
な
い
♦か
、

±

を
 

他
の
斷
片
的
所
說.
マ

」

照
合
比
較
す
る
ビ
き
は
、

マ
ル
ク
ス
の
階
級_

爭

說

の

眞

髓

を

捕

促

す

る

事

强

..ち

不

可

能

で

は 

な
い
。
 

；

マ
ル
ク
ス
は
現
代
の
資
本
的
社
#

の
社
會
階
級
を
一
こ
の
主
喪

®

&

に
分
け
て
、
お
#

«

を
次
の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
、
 

『

軍
な
る
勞
働
ヵ
の
所
有
者
、,
資
本
.の
所
有
者
、
±

地
所
有
者
、
に
し
て
其
各
々
の
所
得
の
源
泉
は
勞
銀
"
利
潤
、地

代
で
あ
：る
。
か
く
て
"
賃
銀
勞
働
者
"
資
本
象
"

地
主
は
、
資
本
家
的
生
產
：方
法
に
基
<

近
世
的
社
會
の_
三

大

階

級

：を 

形
成
す
る
も
の
で
あ
る』

VJ,。

是

等一 .

ニ
主
要
階
級
は
ま
た
夫
々
小
さ
き
部
分
階
級
に
分
れ
、
页
に
又
是
等
總
'
て
の
部
分
階
級
の
間
^

は
、
或
種
の 

過
渡
的
階
級
が
存
在
す
る
。
.
マ
ル
ク.ス
.：

は
勞
働
者
階
級
0

み.
を
同
1

の
勞
# /
條
件
^

^
 

j

の
生
活
條
件 

を
有
ず
る
統
一
的
階
級
ビ
考
'
へ
た
.。

勿

論
マ

ル

ク

ス

は
>
.
農

業

勞

働

者

ー

の

經

濟

的

地

位

並

に

勞

銀

歸

係

が

、

.

殆
ん
：VJ 

何
れ
の
國
に
於
い
て
も
工
業
勞
働
者
に
比
す
れ
ぼ
遙
に
劣
惡
で
あ-C

V、

加
之
地
：主
に
對
す
る
隸
屬
並
之
ょ
り
受
ぐ
る 

絞
取
の
程
度
も
遙
か
に
大
な
る
の.
事
實
を
認
め
ね
が
、彼

： .

は
是
故
を.
以
て
.、
直
ち
に 
>
 
農
槳
勞
働
者
S
X

業
勞
働
者 

を
區
別
し
、
以
て
兩
者
を
夫
々
#

殊
的
階
級
S

は
考
へ.
な

か

つ

た

：。

之

：に

反

し

て

H

ン
ゲ
ル
ス.
は

例

之『

獨
民
農
民 

戰
爭』

，，
D

e
r  

d
s
ts

c
h

e

 

w
a

u
e

rn
k

rie
g

 w
及

，，
N

e
w

 

Y
o

rk

 

T
rib

u
n

e
、

の
一
論
文
で
、
屢
ミ
猶
逸
の
農
業
勞
動
者
：
 

階
級
を
特
殊
的
階
級W

做
し
、
更
に
之
を
、
»

立
の
經
營
を
營
む
自
由
な
る
小
農
^

、

大

農

ミ

に

分

.け
で
ゐ
る,

マ：

ル
ク
ス
に
依
れ
ば
，
賃
銀
勞
働
者
階
級.
の
間
に
存
す
る
個
々
の
職
桊
團
體
は
：決
し
で
^
級

:(
£
考

.
ふ

可

き

で

は

な

節1
J

十

卷

(

一
Q

一
一)

階
級
關
爭
.說
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け
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ク
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?
典
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先
廳
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：
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ニ 
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階
級
闘
#

說
|;

於
け
る
マ
>

ク
ス
晶
の
先
驅
者 
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5
H
 

い
。
是
等
の
個
.々

の
_

業
圈
體
の
.現
代
の
資
本
的
社
會
に
於
：い
で
占
む
る
地
位
は
：そ
の
.勞

働

關

係-:
\

勞

銀

關

係

に

就
 

て
觅
る
も
將
又
、
資
本
家
に
對
す
S
從
屬
關
係
に
就
て
M

る

も
，
決

し
T

、
相
£

に
異
れ〔

る
經
濟
的
條
#

に
：芘
ぐ
も 

Q

で
は
な
い
。
例
之
勞
働
者
は
、
鑛
山
業
に
從
：事
す
る
に
せ
<]
:

>
繊
維H

業
K

從
事
す
る
に
せ
ょ
，
將
又
製
靴
業
に 

從
_
す
る
：に
せ
ょ
、
等
し
、

皆
賃
銀
0.
:

た
め
に
勞
働
力
を
賣
り
、
縱
令
程
度
の
龚
こ
そ
存
す
れ
、
同
じ
方
法
に
依 

で
餘
剩
勞
働
を
給
付
す
る
。
か
く
て
i又
同
一
の
勞
働
條
#

並
.に
賃
銀
.の
利
«

が
«
等
を
資
本
家
^
對

し

て

結

合

ず

る

。

之V
J

均
し
ぐ
®

師
、.
|
|
護
出
、_

術
家
'
、
敎
師
等
の
職
業
は
又
特
殊
的
階
級
ど
看
做
す
可
念
も
の
：で
は
：な
い
。
是
等 

の
職
業
は
共
に
、
知
識
階
級
を
襁
成
し
，

マ
ル
ク
ス.
の
所
謂
|

種
の
中
間
階
級
：で
あ
0 ,
て
"

無
產
者
的
生
活
を
鐵,
 

ざ
る
限
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
ジ
ィ
に
數
へ
ら
る
可
き
も
の
で
あ
る
o

之
に
反
し
て
、
版
賣
の
目
的
で
商
品
を
^

產
す
る
エ
業
家
、
此
商
品
を
賣
貢
す
る
商
人
、
:
並
に
侖
融
*
兩
換
で
生 

活
し
て
ゐ
る
銀
行
家
は
、
何
れ
も
皆
、
資
本
家
で
あ
'る
が
經
濟
的
經
營
の
內
部
に
於
い
て
は
、
種
々
の
經
濟
的
機
能
_ 

を
行
ひe

夫
々
特
殊
的
活
動
範
圍
を
有
し
、
從
つ
て
#

殊
の
：經
濟
的
、
社
食
團
體
を
構
成
す
る
。

マ
ル
ク
ス
は
-是
等 

の
圈
體
を
夫
々
資
本
家
階
級
の
部
分
階
級
ど
名
付
け
た
。

由
是
觀
之
"

階
級V」

は
：經
濟
的
發
展
過
程
の
一
.所
產
で
あ
.：る
o

即
ち
#

足
の
，經
濟
的
形
態
か
ら
發
生
し
、
特
定
の 

經
.濟

的

相

互®]
係

に

基

く

社
會
if
-

で
：あ
つ
て
、
常
に
特
殊
的
の
同一
經
濟
機
能
並
利
害
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
.。

マ 

ル
.グ

，ス

(

彼
は
初
期
の
著
作
，で
は
勿
論
富

_の
大
小
に
重
を
置
い
_た
が
'

)

に
依
れ
ば
、
財
產
0

大
小
、
所
得
の
多
寡
は
階 

級
別
の
檁
準

ミ
し
て
は
‘

寧
ろ
第

 

一j.

義
的
の
も
の
で
あ
る
。

一
一'>
H
十
人
の
勞
働
者
を
使
役
す
.る
製
靴
業
者
も
*
か 

の
：多
數
：の
.溶
寶
爐
'、'
1
::1

所
：:,
*

輸
輾
機
を
有
し
，】

^

_

节
©
:勞
働
者
：を
使
役
す

る

大

1

‘業
家
'
?同

樣

：に、、
!■
紫

的

企
業
家
0

階
級
に
屬
す
舂
。1
¥
に
又
，
庭
圈
付
き
0

自
宅
を
有
以
7

多
ぐ
の
小
エ
場
主
ょ
$

も
遙
：か
( 3

大
な
る
：所
得
: 

を
有
來
る
職
エ
甚
ミ
雖
も
勞
働
者
階
級
は
屬
す
る
。
何
V
S
な
れ
ば
彼
は
食
銀
勞
働
者
'/ :
か
ら.
で
あ
る
。
社
#

階
級
は
- 

決
し
て
'
眾
に
財
產
赠
級
で
は
な.
い
。
其
故
に
財
產
の.
大

小

は

：決

し

て

階

級

别

の

標

準

ミ

は

な

ら

な 

愛
に.

"
階
級
は
經
濟
的
發
展
の.1

所
產
で
あ

る

ヾ」

の
命
題
か
ら

' 

階
級
は
毫
も
不
變
不
動

：の
も
の
に
非
す.VJ.

な
す 

マ
ル

ク

ス
.の
^
解
が
生
れ
て
來
る
の
は_
寧
ろ
當
然
の
：事
で
あ
る
。
經
濟
關
係
：ミ
共
に.
階
級
：の
特
質
：も
亦
變
化
す
る
。 

利
辑
闘€ -
の
經
過
に
：伴
れ
て
，
漸
次
階
級.
の
特
質
が
構
成
さ.
れ
：る
"

總

で

階

：級

は

其

初

め

に

於

い

：：
て

は

、

漫
然
}f
確 

定
§

成
；物

'であ
つ

て
'
、
勿_

«

成
員
は
共
同
の
. «
®

ミik

上
本
能
的威
情

を

持

つ

.て

は

居
る
が.
尙
未
だ
自
己
特
殊
：
 

の
經
濟
的
地
位(

階
級
的
地
位)

、共
同
の
利
益
に
ょ
る
結
合
、
及
び
他
階
級
ビ
：
の

對

：立

に

對

す

る

認

識

"

即

ち

眞J E
の 

i

意
識
を
持
た
な
い
。
併
し
發
達
の
：經
過
：

に
伴
ふ
て
：、

總
：て
：

の
階
級
，：は®
濟
的
：經
營
に.於
け

る
自
家
地
位
の
：特
殊

」 

性
を
鼹
識
し
、
他
の
社
會
階
級
に
對
し
て
、
自
己
の
特
殊
的
利
害
を
賞
锨
甘
ん
ざ

す

る

に

到

，る
'

か

ぐ

て

愛

に

，
階

級
 

_
费

が
發
生
ず
る
。
:

'
マ
ル
5

は
：

『

哲
學
の
®
f

の
中
で
勞
働
者
階
級
の
#
^
®
®
を
次
の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
。

.
T

勞

修

考

が自
ら
組
織
を
作
ら
ん
ミ
す
る
最
初
の
要
求
は
«

に
團
結
の
形
態.
を.
採
：る
。一

方
大
エ
業
は
瓦
に
知
も
ぬ
. 

囊

の

人

w

 j

地
城
に
集
中
せ
し
め
る
。
競
爭
は
彼
等
の
利
益
を
し
て
相
反
せ
し
む
る
が
、
賃
銀
率
の
維
持
ど
！

K

ふ 

•M

主
に
對
し
て
の
共
同
の
利
害
は
：、典
同
の
抵
抗
：心.
に
：於
い
て
彼
等
を
相.
結
合
せ
し
め
る
之
；が
1]
?

:
&
チ̂

あ
る
"

さ.
れ
. 

ば
圈
結
は
、常
に
資

本

家

に對
し
て1

.

般

的

競

爭を

な

し

得

：
ん

：
が

た

：
め

.
に
、
勞

働

者相
：.互
間
の
.競爭

を

廢
止
す

る

ど

： 

云
：ふ
ニ
つ
の目
的

を
持

つ
て

ゐ

るO
V
然

る

に

：抵

抗
®
.
最

初

の

；目

的

は
"

僅
か
.に
：賃
顧
_

持

の一

事

を

出

でな
ぐ
て
も 
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踽
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六

資
本
家
が
資
本
家
の
側
で
、
抑
腿
の
爲
め
，に
相
提
携
す
る
に
從
づ
て
始〗

め
0
孤
立
的
幽
結
，は
集
圈
を
形
成
し
、

.
常
に_.

連
合
せ
る
資
本
に
對
峙
し
て
、.
結
# :
を
維
#

す

る

こ

ミ

が

賃

銀

の

維

待

其

車

ょ

，ヵ

|

彼

等

に

：取
.
て.
必

要

來
§
 
^
 

,

英
吉
利
經
濟
學
渚

は
k 
.

彼
等
の.
目
か
ら
見
れ
ば
，賃
1

銀
維
持
の

爲

め

に設
立
，せ
ら

れ

た

に

外

な

.
&
ぬ

結
社
の

：
爲

；
め
( :

,、

勞
働
者
が
其
賃
銀
の
大
部
分
を
投
す
る
の
を
見
て
驚
ぐ
の
は
こ
れ
が
爲
め
で
あ
る
。.
此
蹴
爭——

此
の
«
然
た
る
一 

個
の
市
民
戦——

に
於
：い
て
、
凡
て
の.
要
素
が
來
る.
べ
：き
»
_

の
爲
め)

に
相
結
合
し
，
發
逯
す
る
。

一
度
此
點
に
達 

す
れ
ば
：園
結
は
政
治
的
性
質
-5
:

帶

び

る

こ

ぞ

に

な

る

』

ビ

：
。:'
-

:

\

ン 

社
會
主_

的
新
聞
雜
誌
等
に
於
い
て
屢
く
旣
に
陳
腐
に
歸
し
た
餳
式
の
戰
闘
：方
法
に
歸
れ
の
要
求
を
見
受
け
る 

が
、
そ
れ
は
何
れ
も
マa

ク
ス
の
階
級
!a

爭
說
を
誤
解
せ
'
る.
に
出
で
む
る
も
の
で
あ
る
。：
蓋
し
マ
ル
ク
ス
の
見
解
に 

依
れ
ば
、
生
產
方
法
の
變
遯
ど
共
に
闘
爭
の
條
件
並
に
之
に
適
應
す
る
闘
.爭
の
形
式
も
亦
變
化
す
る
も
の
で
あ
る
か 

ら
で
あ
る
。 

_

階
級
闘
爭
は
純
然
た
る
經
濟
的
手
段
に
關
連
す
る
ぐ」
典
に
政
治
的
手
段
，に
勝
係
を
有
す
る
。
階
級
の
結
朿
隳
闽
ど 

な
^V、

自

己

.の

階

級

利

窖

を

有

効

に

質

撤

す

る

に

到

れ
ば

、

最

早

純#

た
；る

經

濟

的
_

爭
手
段
だ
け
で
は.
不
充
分
；で 

あ
る
。
蓋
し
マ
ル
ク
ス
に
依
れ
ば
、
：現
代
の.
國
家
は
も
ブ
ル
ジ
ョ
フ
§

0

政
治
的
細
織「

で
あ
る
が.
故
に
"
若
し
國
家 

.

秩
序
を
動
か
さ
ん
ビ
す
れ
ば
"

自
ら
一
，個
の
政
治
的
組
織
：即
ち
所
謂
政
黨
を
造
&

な
け
れ
：ば
な
ら
な
い
。
階
級
：が
政 

黨
す
し
“
て
國
參
に
瑰
は
れ
て
も
，
兩
者
は
決
し
で
同」

物
で
は
：な
い
。‘.
階
級
は
«

濟
的
發
戚
か
ら
發
生
し
た
經
濟
的
：；

社
#

的
構
成
物
で
あ
る
に
反
し

て
、
政
黨
は
一
個
の
政
治
的
目
的
を
達
す
る
紐
織
で
あ
り
而
も
此
鈕
織
は
®
に
一
階 

.級
を
似
.擁
す
る
も
の
で
は
無
<

*

多
く
の
場
合
他
の
種
々
の
階
級
'0

斷
片
を
も
包
擁
す
る
も
の
で
あ
る
';
0

,:
...
之
ゼ
耍
—

.
る
に
マ
炝
ク
ギ
の
階
級_

爭
說
0

當

杏

：
は

！

ざ

近

.
世

：
經
 

.

一
 

今
ロ
尙_

定
說
無
さ
所
で
バ
の
る
が
、
0

旮
|

”
^
3

吕

，
が
、

：國

家

：學

辭

典

新

版

の

1
階

雜

ど

身

分
』

な

：る

論

文

中

で

『

&
:
.

世
‘
の
社
命
學
者
、
經
濟
學
者
は
何
れ
も
個
人
主
義
的
階
級
槪
念
殊
に
マV

ク
，ス-
の
精
神
を
汲
め
る
':も
の
で
あ
るx

苳 

云
つ
て
ゐ
る
の
は
疑
も
無
く
正
し
い
。
嘗
て
斯
く
失
t

虐

け

ら

：れ

し

マ

'
ル

ク

ス

の

階

級

闘

爭

說

も

愛

に

難

生

し

て 

近.
世
社
會
學
の
中
に
着.
々
新
生
面
を
開
搭
す
る
事
ど
な
つ
た
-0
;

惟
ふ
に
之
'れ
»

^

の
^

理
的
€
備
の
然
ら
し
む
る
所 

なc
v

^

す
る
も
、
而
も
現
行
資
本
主
義
的
國
象
に
於
い
|
て
階
級_

爭
が
重
大
な
る
役
#

を

演

じ

つ

、

あ

る

の

申

胃

に 

負
ふ
所
页
に
大
な
る
が
故
で
ぁ
る
。

:'(

1

五
*
七
*

H

稿)

：

第

ニ

十
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1
0
1
1

五)

階
級
職
爭
說
U

於
け
*
<
?マ
^

ク
ス
：过
其
'0
先
鵾
者 
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